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ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の

制
度
概
要

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
の
創
意
工
夫
を

活
か
し
た
「
全
国
都
市
再
生
」
と
い
う

国
の
重
要
課
題
に
取
り
組
む
た
め
、
ソ

フ
ト
事
業
、
ハ
ー
ド
事
業
を
含
め
て
、

市
町
村
が
独
自
に
提
案
す
る
事
業
を
交

付
金
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と
が
特
長
で
あ
り
、
市
町
村
の
自

主
性
・
独
自
性
を
拡
大
し
た
国
土
交
通

省
の
助
成
制
度
で
す
。
ま
た
、
お
お
む

ね
３
～
５
年
を
交
付
期
間
と
し
、
交
付

期
間
終
了
後
は
、
市
町
村
が
目
標
の
達

成
状
況
等
に
関
す
る
事
後
評
価
を
実
施

の
う
え
、そ
の
結
果
等
を
公
表
し
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の
助
成
を
受
け

る
た
め
に
は
、
都
市
再
生
整
備
計
画
の

作
成
が
必
要
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法

第
46
条
第
１
項
）
で
あ
り
、
都
市
再
生

整
備
計
画
に
は
地
域
の
特
性
を
踏
ま

　

に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

  
『
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
浜
坂
地
区
）』
に
着
手

え
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
や
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
各
種
事
業
等
を

記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
温
泉
町
に
お
け
る
取
り

組
み
の
経
過

　

本
町
で
は
、
湯
地
区
に
お
い
て
地
区

住
民
の
快
適
か
つ
利
便
性
に
富
ん
だ
暮

ら
し
と
、
観
光
客
が
長
期
に
滞
在
で
き

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
平
成
16
年
度

か
ら
20
年
度
ま
で
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
を
実
施
し
、観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、

歩
道
橋
及
び
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
等
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
浜
坂
地
区
の
中
心
市
街
地
活

性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
「
市

街
地
の
整
備
改
善
」
と
「
商
業
等
の
活

性
化
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
各
種
事
業

を
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
方
策
を

定
め
た
「
浜
坂
町
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
」
を
住
民
参
加
の
も
と
平
成

15
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
基
本
計
画
を
も
と
に
、
浜
坂
地

区
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

制
度
を
活
用
し
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
創
出
と
、
住
民
が
よ
り
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
平
成
19
年
度
か
ら
浜
坂
地
区
の
都

市
再
生
整
備
計
画
づ
く
り
に
着
手
し
ま

し
た
。

　

同
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
浜

坂
地
区
に
お
け
る
ま
ち
の
現
況
と
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
を
改
め
て
整
理
す
る
と

と
も
に
、
浜
坂
い
き
い
き
部
会
を
開
催

し
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
と
り
ま
と
め
、
国
・
県
と
の
調
整

を
経
て
、
昨
年
度
末
ま
で
に
国
へ
の
提

出
を
完
了
し
た
た
め
、
今
年
度
か
ら
事

業
に
着
手
す
る
も
の
で
す
。

ま
ち
の
現
況
・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

　

浜
坂
地
区
の
都
市
再
生
整
備
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
現
在
の
浜
坂
中

心
市
街
地
の
現
況
と
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
町
の
上
位

計
画
と
も
整
合
を
図
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
現
況

●
災
害
・
緊
急
関
連

①
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る

地
域
の
活
力
低
下

②
木
造
密
集
家
屋
が
多
く
、
老
朽
化
が

進
行
し
て
い
る

③
道
幅
の
狭
い
道
路
が
多
く
、
緊
急
車

両
の
通
行
困
難
区
域
や
消
防
活
動
困

難
区
域
が
存
在
す
る

●
通
行
の
安
全
関
連

①
幹
線
道
路
に
お
け
る
歩
道
や
消
雪
工

の
未
整
備
区
間
が
存
在
す
る

▲浜坂いきいき部会の様子

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
制
度
は
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
等
の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

施
し
、
都
市
の
再
生
を
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
生
活
の
質
の
向
上
と
地
域
経
済
・
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
16
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
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②
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
に
よ
り
市
街
地
が
南

北
に
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
特
に

歩
行
者
の
ア
ク
セ
ス
利
便
性
に
問
題

が
あ
る

●
ゆ
と
り
・
う
る
お
い
関
連

①
身
近
な
場
所
に
公
園
や
広
場
等
が
な
い

●
ま
ち
な
み
景
観
関
連

①
下
見
板
張
り
の
外
壁
、
格
子
戸
を
有

す
る
住
宅
な
ど
歴
史
的
な
ま
ち
な
み

が
年
々
変
化
し
つ
つ
あ
る

②
空
き
家
や
空
き
地
が
増
加
し
、
ま
ち

に
空
虚
感
が
漂
っ
て
い
る

●
観
光
関
連

①
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」、
味
原
小

径
な
ど
、
多
く
の
歴
史
・
文
化
施
設

等
が
あ
る
が
、
案
内
施
設
等
の
不
備

が
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
観
光
客
へ
の

対
応
が
十
分
と
は
言
え
な
い

②
豊
富
に
あ
る
観
光
資
源
を
活
か
し
き

れ
て
い
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

●
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み

　

防
災
機
能
に
配
慮
し
た
公
園
や
広
場

等
の
整
備
、
密
集
市
街
地
の
改
善

●
安
全
で
快
適
に
移
動
で
き
る
道
路
空

間
の
整
備

　

幹
線
道
路
等
に
お
け
る
歩
行
空
間
の

確
保
、
浜
坂
駅
付
近
に
お
け
る
南
北
市

街
地
間
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
生
活
道
路

の
安
全
性
の
向
上
（
交
通
安
全
施
設
の

整
備
、
南
北
自
由
通
路
の
整
備
、
消
雪

工
の
整
備
等
）

●
歴
史
的
ま
ち
な
み
の
保
全
と
活
用

　

路
地
空
間
な
ど
浜
坂
ら
し
さ
を
活
か

し
た
ま
ち
な
み
整
備
、
空
き
家
・
空
き

地
の
活
用

●
観
光
拠
点
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成

　

既
存
観
光
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の

確
保
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り
の
推
進

上
位
計
画
に
お
け
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

●
『
新
温
泉
町
総
合
計
画
（
新
温
泉
町

　

平
成
19
年
３
月
）』

　

ま
ち
の
将
来
像
を
「
海
・
山
・
温
泉

　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り
の
郷
」
と

設
定
し
、
密
度
の
高
い
資
源
や
機
能
を

有
機
的
に
結
び
つ
け
、
人
と
人
、
地
域

と
地
域
、
産
業
と
暮
ら
し
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
と
共
に
、
高
齢
社
会
に
お
け

る
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
な
ど
の
安

全
・
安
心
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
中
心
に
、

小
規
模
自
治
体
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き

る
き
め
細
か
さ
を
生
か
し
て
対
応
方
策

を
提
言
し
、
21
世
紀
を
先
導
す
る
〝
日

本
海
の
情
報
発
信
ま
ち
〟
を
め
ざ
す
。

●
『
浜
坂
町
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
（
浜
坂
町　

平
成
16
年
３
月
）』

　
「
浜
坂
の
暮
ら
し
文
化
の
再
発
見　

豊
か
な
自
然
と
港
文
化
の
交
流
都
市
・

は
ま
さ
か
」
を
将
来
像
と
し
て
掲
げ
、

地
域
が
有
す
る
港
町
文
化
や
自
然
環
境

を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
と
他
都

市
住
民
が
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
を
創
っ
て
い
く
。

都
市
再
生
整
備
計
画（
浜
坂
地
区
）

の
目
標
・
整
備
方
針

　

前
述
の
ま
ち
の
現
況
、
ま
ち
づ
く
り

の
課
題
及
び
上
位
計
画
に
お
け
る
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
て
、
ふ
た
つ
の
目

標
を
定
め
ま
し
た
。

都
市
再
生
整
備
計
画 

（
浜
坂
地
区
）
の
目
標

●
目
標
１
「
ま
ち
の
産
業
の
活
性
化
」

　

浜
坂
の
歴
史
的
景
観
特
性
を
活
か
し

た
魅
力
あ
る
拠
点
整
備
と
、
観
光
資
源

の
連
携
強
化
に
よ
る
集
客
力
向
上
を
図

り
、浜
坂
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
。

●
目
標
２
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」

　

浜
坂
駅
南
北
自
由
通
路
な
ど
の
都
市

基
盤
の
整
備
を
行
い
、
若
年
者
か
ら
高

齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
を
図
る
。

都
市
再
生
整
備
計
画 

（
浜
坂
地
区
）
の
整
備
方
針

●
方
針
１
『
ま
ち
の
産
業
の
活
性
化
』

①
観
光
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や

ル
ー
ト
選
定
な
ど
に
よ
る
回
遊
性
と

集
客
性
の
向
上

②
水
と
緑
を
活
か
し
た
住
民
と
来
訪
者

が
集
う
憩
い
の
場
の
創
出

③
歴
史
的
景
観
な
ど
浜
坂
地
区
の
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
拠
点

施
設
の
整
備

●
方
針
２
『
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
』

①
浜
坂
駅
南
北
自
由
通
路
の
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
の
整
備

②
若
年
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て

歩
行
で
き
る
空
間
の
整
備

③
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
を
も
た
ら
せ
、

防
災
機
能
を
備
え
た
公
園
の
整
備

▲浜坂駅前商店街通り
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ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
浜
坂
地
区
）
の
内
容

①
浜
坂
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

整
備
事
業　
　
（
整
備
時
期
：
Ｈ
21
）

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
と

す
る
た
め
、
マ
リ
ン
ポ
ー
チ
の
建
物
内
部

及
び
外
壁
の
改
修
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

②
町
道
浜
坂
西
線
他
２
路
線
消
雪
工
整

備
事
業　

  （
整
備
時
期
：
Ｈ
21
～
23
）

　

町
道
浜
坂
西
線
他
2
路
線
に
消
雪
工

を
整
備
し
、
冬
期
に
お
け
る
安
全
で
快

適
な
道
路
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

③
南
北
自
由
通
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
（
整
備
時
期
：
Ｈ
21
～
25
）

　

Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
と
国
道
１
７
８
号
を

横
断
す
る
自
由
通
路
を
整
備
し
、
南
北

市
街
地
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
り
ま
す
。

④
ま
ち
な
か
サ
イ
ン
整
備
事
業

　
　
　
　
　
（
整
備
時
期:

Ｈ
23
～
24
）

　

観
光
拠
点
、
歴
史
・
文
化
施
設
の
総

合
案
内
及
び
誘
導
サ
イ
ン
と
、
こ
れ
ら
施

設
の
記
名
学
習
サ
イ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

⑤
味
原
川
環
境
整
備
事
業

　
　
　
　
　
（
整
備
時
期
：
Ｈ
23
～
25
）

　

町
な
か
か
ら
船
着
き
場
へ
と
つ
な
が

る
味
原
小
径
を
整
備
し
、
安
ら
ぎ
の
散

策
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

⑥
浜
坂
温
泉
泉
源
整
備
事
業

　
　
　
　
　
（
整
備
時
期
：
Ｈ
23
～
24
）

※イラスト、写真は整備イメージで
あり、確定したものではありません。

⑨観光ルート設定・魅力マップ
　づくり事業

⑧県道浜坂停車場線整備事業

⑦浜坂ポケットパーク（仮称）
　整備事業

⑥浜坂温泉泉源整備事業

⑤味原川環境整備事業
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浜
坂
温
泉
泉
源
の
修
景
整
備
を
行

い
、
温
泉
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
散
策

型
観
光
の
拠
点
と
し
て
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
ま
す
。

⑦
浜
坂
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
仮
称
）
整

備
事
業　

  （
整
備
時
期
：
Ｈ
23
～
24
）

　

住
宅
密
集
地
に
お
け
る
安
ら
ぎ
空
間

の
形
成
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機

能
と
防
火
水
槽
整
備
に
よ
る
防
火
機
能

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑧
県
道
浜
坂
停
車
場
線
整
備
事
業

　
　
　
　
　
（
整
備
時
期
：
Ｈ
23
～
24
）

　

浜
坂
駅
前
か
ら
老
松
町
交
差
点
へ
至

る
商
店
通
り
に
お
け
る
歩
行
ス
ペ
ー
ス

の
カ
ラ
ー
舗
装
、
既
設
側
溝
蓋
の
修
景

整
備
を
行
い
ま
す
。

⑨
観
光
ル
ー
ト
設
定
・
魅
力
マ
ッ
プ
づ

く
り
事
業　
　
（
整
備
時
期
：
Ｈ
23
）

　

ま
ち
歩
き
散
策
型
観
光
へ
の
対
応
と

し
て
、
観
光
ル
ー
ト
を
設
定
し
、
魅
力

的
で
わ
か
り
や
す
い
観
光
マ
ッ
プ
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

※
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　

http://www.town.shinonsen.hyogo.jp

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

◆まちづくり交付金事業実施概要図（浜坂地区）
①浜坂ジオパークセンター（仮称）
　整備事業

②町道浜坂西線他 2 路線消雪工
　整備事業

③南北自由通路整備事業

④まちなかサイン整備事業

まちなかサイン整備事業凡例
総合案内サイン
誘導サイン

記名学習サイン
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家
電
も
情
報
通
信
の
時
代
へ

　

ま
た
、
家
電
製
品
の
中
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
出
来
る
冷
蔵
庫
や

洗
濯
機
・
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
な
ど
が
、

発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
電
製
品
は
、

タ
イ
マ
ー
や
火
加
減
の
調
整
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
家
事
支
援
機
能
が
生
活
を
豊
か

に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
家
電

の
進
歩
の
中
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術

の
進
展
に
伴
い
、
情
報
家
電
と
し
て
家

事
労
働
の
軽
減
、
安
心
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
さ
ら
に
生
か
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
家
電
が
情
報
を
や
り
と

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
買
物
リ
ス
ト
や

調
理
レ
シ
ピ
の
作
成
、
調
理
ソ
フ
ト
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
家
電
の
不
具
合
の
検

査
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
秋
に
浜
坂
局
が
開
局
予
定

　

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、

近
隣
で
は
香
住
局
が
平
成
19
年
11
月
１

日
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
浜
坂
の
城
山
に
あ
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
民
放
５
社
の
中
継
局
は
今
年
中
に

デ
ジ
タ
ル
化
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
５

月
に
工
事
着
手
し
、
今
秋
に
は
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ

く
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い

替
え
る
か
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
を
買
い

足
す
な
ど
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、

２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
７
月
ま
で

並
行
し
て
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
す
ぐ

に
今
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
見
ら
れ
な
く

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、
テ
レ
ビ
放
送
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
・
デ
ー
タ
放
送
・
双
方
向

な
ど
と
い
っ
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
高
度
な
放
送
サ
ー
ビ
ス
で
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

２
０
０
３
年
（
平
成
15
年
）
12
月
に
３
大
都
市
圏
で
開
始
し
た
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
都
市
部
か
ら
徐
々
に
中
継
さ
れ
全
国

に
広
が
っ
て
お
り
、
こ
の
た
び
浜
坂
局
で
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

見
る
テ
レ
ビ
か
ら 

つ
な
が
る
テ
レ
ビ
へ

　

情
報
化
の
進
展
に
伴
い
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
機
能
を

持
っ
た
も
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
番
組
関
連
情
報
な
ど
情
報
量
が

大
き
く
て
デ
ー
タ
放
送
で
は
送
れ
な
い

情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し

テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。ま
た
、映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
・
オ
ン
・

デ
マ
ン
ド
や
動
画
共
有
サ
イ
ト
の
映
像

も
自
宅
の
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
放
送
と
通
信
の
特
徴
を
生
か
し

た
デ
ジ
タ
ル
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。

広報しんおんせん（5月号）
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21
世
紀
を
先
導
す
る

　
―

日ブ

ロ

ー

ド

バ

ン

ド

・

タ

ウ

ン

本
海
の
情
報
発
信
の
ま
ち―

を
め
ざ
し
て

◆インターネット利用者数及び人口普及率の推移（個人）

※インターネットの利
用者は、現在では国民
の約７割の方が利用
しています。
　また、接続ではパソコ
ンと携帯電話の普及
が大きな要因となっ
ています。
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夢ネット・インターネット体験広場を開催します
　

「パソコンに興味がある」「インターネットを体験したい」
など、パソコン未経験者・初心者を対象に体験会を開きます。
◇と 　 き　5月 26日（火）午前 10時～、
　　　　　　午後 1時 30分～
◇と こ ろ　町民センター　第 3会議室
◇参 加 料　無料
◇募集人員　各 10名（定員になり次第締め切り）
　　　　　　※パソコンは主催者で用意します
◇問い合わせ　ケーブルテレビ事業室
　　　　　　℡（０７９６）９９‐２０８０

広報しんおんせん（5月号）

H21（2009）.5.14

◆情報通信機器の保有率の推移（世帯）

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
便
乗
し
た 

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
に
、
総
務
省
や
公
的
機
関

な
ど
と
称
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
受
信
の
た
め
の
不
当
な
費
用
請

求
や
勧
誘
、
モ
デ
ル
地
区
の
選
定
に
伴

い
助
成
金
を
受
け
取
る
た
め
の
費
用
を

請
求
す
る
と
い
っ
た
内
容
の
文
書
が
届

い
た
な
ど
の
情
報
が
、
総
務
省
そ
の
他

の
関
係
機
関
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
の
関
係
機
関
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
の
受
信
の
た
め
の
工
事
の
案
内

を
行
っ
た
り
、
工
事
を
受
け
付
け
た
り

す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
そ
の
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
上

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
に
関
し

て
、
疑
わ
し
い
工
事
の
勧
誘
を
受
け
た

場
合
や
身
に
覚
え
の
な
い
工
事
代
金
の

請
求
を
受
け
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
支

払
わ
ず
、
警
察
署
、
ま
た
は
役
場
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
典
型
的
な
手
口

①
ア
ン
テ
ナ
工
事
業
者
等
を
装
い
家
庭

を
訪
問
、
前
金
を
受
け
取
り
工
事
実

施
し
な
い
も
の
。

②
公
的
機
関
等
を
装
い
、
チ
ラ
シ
や
葉

書
な
ど
に
よ
り
申
込
代
金
等
を
指
定

口
座
に
振
り
込
ま
せ
る
も
の
。

③
電
話
で
国
や
放
送
事
業
者
等
の
名
称

を
か
た
り
、
工
事
の
勧
誘
や
工
事
代

金
の
振
込
の
要
求
等
を
行
う
も
の
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

※情報通信機器は、どの機器も増加しています。特に、携帯電話とパソコンが高い普及率になっているほか、カー・
ナビゲーション・システムとＥＴＣ車載器、ワンセグ対応携帯電話の伸び率が高くなっています。
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歳
入
と
歳
出
の
状
況

　

平
成
20
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
97
億
２
３
６
９
万
９
千
円
（
３
月

末
現
在
）
で
す
。

　

収
入
済
額
は
84
億
１
９
７
８
万
５
千

円
。
予
算
額
に
対
す
る
収
入
率
は

86
・
６
％
で
す
。
ま
た
、
支
出
済
額
は

72
億
６
７
８
４
万
２
千
円
、
予
算
額
に

対
す
る
支
出
率
は
74
・
７
％
で
す
。

　

歳
入
、
歳
出
の
科
目
別
の
執
行
状
況

は
、
表
１
、２
の
と
お
り
で
す
。

町
債
、
基
金
な
ど
の
状
況

　

町
債
は
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
で
、
一
般
会
計
の

現
在
高
は
１
４
４
億
３
６
４
９
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
３
の
と
お
り
）

借
入
先
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、

簡
易
保
険
や
年
金
な
ど
の
政
府
資
金
、

公
営
企
業
金
融
公
庫
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
な
支
払
資
金
と
す
る

一
時
借
入
金
は
、
12
億
８
０
０
０
万
円

で
す
。（
表
４
の
と
お
り
）

　

さ
ら
に
、
資
金
を
積
み
立
て
て
い
る

基
金
の
合
計
額
は
15
億
８
４
５
５
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
５
の
と
お
り
）

　

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　

平
成
21
年
３
月
末
現
在

　

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
を
町

民
の
皆
さ
ま
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
平
成
21
年
３
月
末
現
在
の
予
算
執
行
状
況
、
財
産
・
地
方
債
及
び
一
時
借
入

金
の
現
在
高
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
公
表
数
値
は
３
月
末
現
在
の
数
値
で
、
平
成
20
年
度
決
算
数
値
は
出

納
整
理
期
間
（
４
月
～
５
月
）
を
経
て
５
月
末
に
確
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

平
成
20
年
度
の
決
算
数
値
と
は
異
な
り
ま
す
。

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議　会　費 111,673 110,203 98.7
総　務　費 1,359,745 905,540 66.6
民　生　費 1,820,708 1,403,088 77.1
衛　生　費 903,532 760,900 84.2
労　働　費 11,636 10,908 93.7

農林水産業費 608,793 439,848 72.2
商　工　費 389,959 312,207 80.1
土　木　費 444,550 290,215 65.3
消　防　費 454,056 431,828 95.1
教　育　費 892,851 719,509 80.6
災害復旧費 15,558 2,864 18.4
公　債　費 1,805,925 1,804,732 99.9
諸  支  出  金 892,073 76,000 8.5
そ　の　他 12,640 0 0.0
合　　　計 9,723,699 7,267,842 74.7

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
(％）

町　　　税 1,603,021 1,545,997 96.4
地方譲与税 127,700 87,822 68.8
各種交付金 315,367 274,990 87.2
地方交付税 4,336,185 4,449,811 102.6
分担金及び
　　負担金 77,889 66,722 85.7

使用料及び
　　手数料 233,843 216,208 92.5

国庫支出金 794,753 330,374 41.6
県  支  出  金 574,826 383,771 66.8
財  産  収  入 117,336 63,712 54.3
繰　入　金 235,137 13,072 5.6
諸　収　入 400,368 346,632 86.6
町　　　債 886,687 620,087 69.9
寄　附　金 19,807 19,807 100.0
そ　の　他 780 780 100.0
合　　　計 9,723,699 8,419,785 86.6

表２（歳出） 表１（歳入）

H21（2009）.5.14

広報しんおんせん（5月号）
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（特別会計）

（単位：百万円）
会　　計　　名 地方債残高

一般会計 14,436.5
コミュニティ・プラント事業特別会計 501.0
下水道事業特別会計 9,536.4
水道事業会計 2,127.1
浜坂病院事業会計 1,636.6

合　　　　計 28,237.6

表５（基金等現在高）

表３（地方債の現在高）

表４（一時借入金の現在高）

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収納率（％）支出済額（千円）執行率（％）

国民健康保険事業特別会計 1,928,262 1,524,408 79.1 1,821,678 94.5
老人保健事業特別会計 212,805 186,296 87.5 182,452 85.7
介護保険事業特別会計 1,316,312 999,253 75.9 1,141,477 86.7
浜坂地区残土処分場事業特別会計 62,481 71,799 114.9 26,460 42.3
温泉地区残土処分場事業特別会計 26,621 31,187 117.2 8,837 33.2
コミュニティ・プラント事業特別会計 117,292 14,603 12.5 112,293 95.7
宅地造成事業特別会計 12,024 6,329 52.6 6,326 52.6
簡易水道事業特別会計 27,736 26,791 96.6 12,562 45.3
七釜温泉配湯事業特別会計 16,576 15,812 95.4 3,459 20.9
下水道事業特別会計 1,004,562 207,832 20.7 945,251 94.1
後期高齢者医療特別会計 180,610 120,752 66.9 150,336 83.2

合　　　　　　　計 4,905,281 3,205,062 65.3 4,411,131 89.9

◆基　　金 　　 （単位：千円）
財政調整基金 477,825
地域振興基金 300,000
ふるさとづくり基金 1,920
土地開発基金 49,504
減債基金 31,103
ふるさと水と土保全対策基金 2,584
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 372,225
国民健康保険直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 109,676
介護従事者処遇改善臨時特例基金 8,721
下タ山公共建設残土処分場事業基金 50,279
十字谷残土処分場整備基金 40,257
七釜温泉配湯事業施設整備積立基金 25,617
生活排水処理事業基金 105,011
二日市温泉配湯事業施設整備基金 1,574
浜坂簡易水道事業施設整備基金 8,007

合　　　　計 1,584,546

（単位：千円）
会　　計　　名 借入金現在高

一般会計 700,000
公立浜坂病院事業会計 580,000

合　　　　計 1,280,000

H21（2009）.5.14

広報しんおんせん（5月号）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月
１
日
付

退
職　
　
　
　
　
　
　

▼
西
垣　

秀
一

　
　
　
　
　
（
公
立
浜
坂
病
院
副
院
長
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

総
務
課　

人
事
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

５月は消費者月間です
毎年５月を「消費者月間」として、消費者、事業者、行政が一体となっ
て消費者問題に関する啓発・教育等の各種事業を集中的に行ってい
ます。食の安全・安心など消費者に大きな不安を与える事件・事故
が数多く発生しています。このような状況の中、国民が日々安心して
暮らせるようにしていくためにも、これまでの生産者第一の発想から
消費者・生活者が主役となった社会への変革が求められています。

苦情や相談はお近くの消費生活センターへ
◇ホームページ　http://www.consumer.go.jp/

※企業会計３事業（病院事業、水道事業、浜坂温泉配湯事業）
の財政状況は、3月末が決算となるため、決算公表時に確定
数値として公表します。
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こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
「
新

※

し
い
公
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

２
．
指
針
策
定
の
背
景 

⑴
社
会
的
背
景

①
成
熟
社
会
へ
の
転
換

②
少
子
高
齢
化
の
進
展

③
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

④
住
民
意
識
の
高
揚
・
住
民
参
加
か
ら

参
画
へ

⑵
行
政
的
背
景

①
地
方
分
権
の
進
展

②
財
政
健
全
化
に
向
け
た
「
小
さ
な
政

府
」
の
実
現
（
行
政
改
革
）

③
町
合
併
へ
の
対
応

３
．
新
温
泉
町
に
お
け
る
現
状
と
課
題

　

新
温
泉
町
に
お
い
て
、
す
で
に
住
民

団
体
等
の
自
主
的
な
多
く
の
取
り
組
み

が
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
は
、
す
べ
て

の
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
民
が
行
政

と
い
う
「
新
し
い
公
」
の
概
念
の
出
現

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

住
民
と
行
政
が
共
に
担
う
「
新
し
い

公
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
住
民
と
行
政

が
共
通
の
目
標
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
協
働
の
た
め
の
基
本
的
な
指
針
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
指
針
を
も
と
に
、
今
後
、
山
陰

海
岸
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進

事
業
な
ど
住
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
、
住
民
参
画
制

度
の
継
続
的
発
展
を
図
る
た
め
の
自
治

基
本
条
例
の
検
討
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
す
。

１
．
住
民
参
画
・
協
働
と
は 

⑴
協
働
の
領
域
（
範
囲
）

　

こ
れ
ま
で
、「
公
共
」
と
言
え
ば
行

政
そ
の
も
の
で
あ
り
、
社
会
は
「
公
共

＝
行
政
」
と
「
私
」
で
成
り
立
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
近
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
高
ま
り
な
ど
か
ら
、
公
共
に
は
、
開

か
れ
た
領
域
あ
る
い
は
共
通
の
領
域
、

す
な
わ
ち
「
共
」
の
領
域
も
存
在
す
る

　

町
総
合
計
画
に
お
い
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
、
行
政
分
野
や

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、住
民
と
行
政
は
、

連
携
・
協
働
し
、
手
を
携
え
て
努
力
を

続
け
る
「
参
画
と
協
働
」
の
取
り
組
み

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
そ
の
た
め
の
進
め
方
を
具
体

化
し
た
指
針
を
住
民
・
行
政
で
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
平
成
20
年
2
月
に
「
協
働

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」（
松
元
譲
司
会
長
）を
設
置
し
、協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

去
る
4
月
30
日
に
同
委
員
会
会
長
か
ら
町
長
へ
「
住
民
参
画
と
協
働
の
推
進
指
針
」

策
定
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

松
元
会
長
は
「
合
併
後
の
町
内
の
融

和
や
一
体
化
が
求
め
ら
れ
る
が
、
地
域

へ
の
ほ
こ
り
や
愛
着
を
高
揚
し
、
住
民

と
行
政
の
意
識
改
革
や
町
の
シ
ン
ボ
ル

を
考
え
る
こ
と
な
ど
参
画
と
協
働
を
進

め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
参
画
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
、
浜
坂
・

温
泉
両
地
域
の
「
心
の
合
併
」
を
実
現

し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

新
温
泉
町
住
民
参
画
と 

協
働
の
推
進
指
針
の
概
要

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
各
地
で

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
活
躍

し
、
行
政
が
担
い
手
と
さ
れ
て
き
た
領

域
に
お
い
て
も
、
住
民
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
新
た
な
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
公
・

私
」
の
概
念
で
は
な
く
、「
公
・
共
・
私
」

　
―

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て―

　

「
住
民
参
画
と
協
働
の
推
進
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た

※
「
新
し
い
公
」

　

多
様
な
主
体
が
「
公
」
の
活
動
に
積
極

的
に
参
画
し
、
社
会
の
担
い
手
と
し
て

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
、
地

域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
主
体
的
に
行

動
す
る
新
し
い
住
民
社
会
の
こ
と
で

す
。「
新
し
い
公
」
を
「
自
助
・
共
助
・

公
助
」
の
関
係
図
を
用
い
て
表
す
と
、

次
ペ
ー
ジ
の
図
の
よ
う
に
な
り
、
共
助

の
領
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

▲町長へ報告書を手渡す松元会長
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⑵
推
進
の
柱 

⑶
推
進
に
あ
た
っ
て 

　

住
民
参
画
・
協
働
の
推
進
に
あ
た
っ
て

は
、
兵
庫
県
の
「
県
民
の
参
画
と
協
働
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
取
り

組
み
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
本
指
針

に
基
づ
き
、
実
施
段
階
に
向
け
て
さ
ら
に

内
容
を
具
体
化
し
ま
す
。
ま
た
、
広
く

住
民
に
呼
び
か
け
、
と
も
に
経
験
を
積

み
重
ね
な
が
ら
、
本
町
の
実
態
に
あ
わ
せ

た
計
画
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

７
．
住
民
参
画
・
協
働
推
進
の
取
り
組
み 

　

新
温
泉
町
に
お
け
る
住
民
参
画
制
度

や
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
を
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
事
項
の
推
進
と
そ
の
検
証
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴
住
民
参
画
制
度
の
整
備 

①
情
報
公
開
・
提
供

ア
審
議
会
等
の
公
開
（
会
議
の
傍
聴
、

会
議
録
の
公
表
）

イ
行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供

②
住
民
参
画
の
機
会
の
拡
充

ア
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
町
民
政

策
コ
メ
ン
ト
）
制
度
の
活
用

６
．
住
民
参
画
・
協
働
の
基
本
方
針 

⑴
指
針
の
目
的 

　

こ
の
指
針
は
、ま
ち
の
将
来
像
「
海
・

山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢
と
温
も
り

の
郷
」―

安
ら
ぎ
と
憩
い
の
空
間　

新

温
泉
町―

の
実
現
を
目
指
し
、
住
民
と

行
政
が
協
力
し
て
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
解
決
し
、
個
性
豊
か
で
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め

に
、
新
温
泉
町
総
合
計
画
の
「
ま
ち
の

将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
進
め
方
」

に
位
置
づ
け
た
「
住
民
参
画
・
協
働
の

推
進
」
を
具
体
化
す
る
方
針
と
し
て
策

定
す
る
も
の
で
す
。 

に
要
請
し
行
政
が
執
行
す
る
も
の
と
の

意
識
が
、
住
民
と
行
政
の
双
方
に
根
強

く
存
在
し
ま
す
。

４
．
期
待
さ
れ
る
効
果

　

住
民
と
行
政
の
協
働
が
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
、ど
の
よ
う
な
効
果
・
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
協
働
の
効

果
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
働

を
実
施
す
る
意
味
を
お
互
い
が
認
識
し

共
通
の
目
標
を
持
つ
こ
と
と
し
ま
す
。

５
．
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

新
温
泉
町
に
お
い
て
は
、
協
働
の
取

り
組
み
と
し
て
の
意
識
は
薄
い
傾
向
が

あ
る
も
の
の
、
実
態
と
し
て
は
多
く
の

住
民
と
行
政
の
協
働
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
協
働
を
さ
ら
に
推
進
し
、

さ
ら
に
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
様
々
な
仕
組
み
が
必
要

で
す
。

※左図は、問題や課題が難しくなれば
なるほど、仲間同士や公共がその解
決にあたる（縦軸の意味）、また、問
題や課題が広域になればなるほど、
仲間同士や公共がその解決にあたる
（横軸の意味）ことが適していること
を示しています。

企業との協働

ボランティア、住民活動団体、交流人、
ＮＰＯ、公益法人等との協働

協働のパートナー

１ 

政
策
の
質
と
住
民
満
足
度
の
向
上

２ 

住
民
活
動
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化

３ 
住
民
と
行
政
の
意
識
改
革

４ 

行
政
の
ス
リ
ム
化

自治組織との協働

「
住
民
参
画
制
度
の
整
備
」

「
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
」



12

町政のうごきから

織
な
ど
と
の
協
働
の
基
盤
づ
く
り 

ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
態
調

査
の
実
施 

イ
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
懇

談
会
の
開
催 

ウ
協
働
を
進
め
る
担
当
係
の
活
動
を
強
化

エ
住
民
へ
の
理
解
の
醸
成
と
活
動
の
促
進

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
強
化

ア
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

イ
住
民
へ
の
学
習
・
研
修
の
実
施

③
ま
ち
づ
く
り
へ
の
展
開

ア
協
働
の
モ
デ
ル
事
業
の
検
討

イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
の
連
携

④
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
職

員
の
育
成

ア
職
員
の
情
報
共
有
体
制
の
確
立

イ
職
員
の
能
力
向
上
を
図
る
研
修
の
実
施

⑶
住
民
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

評
価
・
検
証

ア
評
価
の
指
標

イ
検
証
の
組
織
・
方
法

ウ
検
証
結
果
の
反
映

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

エ
制
度
の
継
続
的
改
善 

④
職
員
に
よ
る
制
度
活
用
の
推
進

ア
職
員
の
情
報
共
有
体
制
の
確
立

イ
職
員
の
能
力
向
上
を
図
る
研
修
の
実
施

⑵
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り 

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
治
組

イ
審
議
会
等
委
員
の
公
募
枠
の
新
設
・

拡
大

ウ
既
存
制
度
の
積
極
的
活
用
と
さ
ら
な

る
充
実

エ
（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
な
ど
さ
ら

な
る
制
度
化
の
検
討 

③
住
民
へ
の
制
度
の
普
及

ア
住
民
へ
の
制
度
の
周
知
、
啓
発

イ
住
民
参
画
の
機
会
等
に
つ
い
て
の
分

か
り
や
す
い
情
報
提
供

ウ
住
民
が
情
報
を
入
手
し
や
す
い
環
境

づ
く
り

H21（2009）.5.14

広報しんおんせん（5月号）
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兵
庫
県
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
見
直
し
（
所
得
制
限
の
見
直
し
）
に
よ
り
平

成
21
年
7
月
1
日
か
ら
助
成
対
象
外
と
な
る
方
が
増
加
し
ま
す
が
、
そ
の
方
に
つ
い

て
は
新
温
泉
町
で
所
得
制
限
を
設
け
ず
町
の
単
独
事
業
に
よ
り
引
き
続
き
助
成
を
行

い
、
制
度
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

福
祉
医
療
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ
①

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
町
単
独
事
業
で
継
続
実
施
し
ま
す
！

年
7
月
1
日
か
ら
は
受
診
者
の
負
担
軽

減
を
考
慮
し
、
本
町
が
医
療
機
関
へ
直

接
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

窓
口
で
の
支
払
い
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
21
年
7
月
1
日
よ
り
変
更
と
な

る
一
部
負
担
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は

次
回
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

○
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業

　

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
は
県

の
制
度
改
正
に
よ
る
所
得
制
限
の
見
直

し
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
助
成
対
象
者
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
得
制
限
を
超

え
た
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
本
町

の
単
独
事
業
に
よ
り
助
成
を
行
い
ま
す
。

○
乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業

　

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
も
県
の
制
度
改
正
（
所
得
制
限
の
見

直
し
）
に
よ
り
助
成
対
象
者
が
減
少
し

ま
す
が
、
本
町
の
単
独
事
業
に
よ
り
引

き
続
き
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
制
度
で
は
本
町
の
単
独

事
業
に
よ
り
、
窓
口
で
支
払
い
し
て
い

た
だ
い
た
一
部
負
担
金
７
０
０
円
（
低

所
得
者
５
０
０
円
）
を
申
請
に
よ
り
お

返
し
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
21

○
老
人
医
療
費
助
成
事
業

　

老
人
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は

県
の
制
度
改
正（
所
得
制
限
の
見
直
し
）

に
よ
り
ほ
と
ん
ど
の
方
が
助
成
対
象
外

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
方
に
つ

い
て
も
本
町
の
単
独
事
業
に
よ
り
引
き

続
き
助
成
を
行
い
ま
す
。（
一
部
負
担

金
に
つ
い
て
は
変
更
な
し
）

○
重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業

　

重
度
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
も
県
の
制
度
改
正
（
所
得
制
限
の

見
直
し
）
に
よ
り
助
成
対
象
者
が
減
少

し
ま
す
が
、
本
町
の
単
独
事
業
に
よ
り

引
き
続
き
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆老人医療費助成事業
兵庫県 新温泉町

現行 改正後 現行 改正後
市町村民
税非課税
者で一定
以上所得
者の家族
でない者

市町村民
税非課税
世帯で年
金収入を
加えた所
得 80 万
円以下

所得制限
なし

所得制限
なし

◆乳幼児等医療費助成事業
兵庫県 新温泉町

現行 改正後 現行 改正後
0 歳児はなし 0歳児はなし

所得制限なし所得制限なし1歳児からは児童
手当特例給付の
所得制限を準用

1歳児からは市町村民税所
得割 23万 5千円未満

外来：700 円
（低 500 円）
入院：2,800 円
（低 2,000 円）

外来：800 円（低 600 円）
入院：3,200 円（低 2,400 円）
※新たな所得制限を超える
現行の対象者
外来：1,200 円
入院：4,800 円

一部負担金
を一度負担
していただ
き申請によ
り全額助成

窓口負担な
し（一部負担
金 0円）

◆重度障害者医療費助成事業
兵庫県 新温泉町

現行 改正後 現行 改正後
特別障害
者手当の
所得制限
基準を準
用

市町村民
税所得割
23万 5千
円未満

所得制限
なし

所得制限
なし

◆母子家庭等医療費助成事業
兵庫県 新温泉町

現行 改正後 現行 改正後
児童扶養
手当の所
得制限基
準を準用

児童扶養
手当の所
得制限基
準を準用

所得制限
なし

所得制限
なし
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町
で
は
、平
成
16
年
度
か
ら
国
土
交
通
省
の
事
業
採
択
を
受
け
「
湯
地
区
」
に
お
い
て
「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を
活
用
し
〝
湯

村
「
川
辺
の
情
緒
あ
る
湯
の
ま
ち
」
環
境
整
備
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
の
再
生
〟
を
目
標
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
去
る
３
月
に
竣
工
し
た
湯
村
温
泉
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
事
業
に
よ
り
全
て
の
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
に
よ
り
、
湯
地
区
に
お

い
て
は
一
定
の
整
備
が
図
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
施
設
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
た
観
光
施
策
や
ソ
フ
ト
事

業（
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
、ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
住
民
の
参
画
な
ど
）
に
よ
り
、
湯

村
温
泉
全
体
の
活
性
化
を
図
り
、
観
光

客
の
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　
「
湯
の
町
・
に
ぎ
わ
い
の
再
生
」
を
目
指
し
て

　

湯
地
区
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
終
了
（
平
成　

～　

年
度
）

16

20

◆まちづくり交付金事業概要
　全体面積：約 20ha
　全体事業費：９８６，２００千円
　交付金額：３９４，４００千円
　交付期間：平成 16～ 20年度

◆まちづくり交付金事業実施概要図（湯地区）

分庁舎整備・町民センター線

歩道橋整備（湯村橋）
町道（湯村歌長線）

ポケットパーク、
観光トイレ、休憩所

町民センター修景整備

橋詰広場（足湯ほか）歩道橋整備（夢千代橋）
観光交流センター（薬師湯）
地域交流広場

ペット休憩施設



町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

H21（2009）.5.14

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
（
新
温
泉
町

湯
地
区
）
の
事
後
評
価
結
果
を
公
表

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

▼
事
後
評
価
に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
が
も
た
ら

し
た
成
果
を
客
観
的
に
検
証
し
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

こ
と
や
、
事
業
の
成
果
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
事
後
評
価
の
実
施
時
期
は
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
の
交
付
終
了
年
度
に
実

施
し
ま
す
。

▼
事
後
評
価
の
内
容

・
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
等
の
達
成
状
況

等
の
確
認

・
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
策

・
評
価
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク

▼
事
後
評
価
の
公
表

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
事
後
評
価
結
果
を
公

表
し
ま
す
。
左
記
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
商
工
観
光

課
の
窓
口
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.

shinonsen.hyogo.jp

▼
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

◆事業内訳
工　事　名 年　度 事業費（千円） 事業内容

夢千代橋（歩道橋） 16 63,425 L ＝ 22 ｍ
湯村橋（歩道橋） 16 99,019 L ＝ 24 ｍ
町民センター法面修景 16 134,520 A ＝ 1,750㎡
町民センター線（道路） 17 9,233 A ＝ 100㎡
橋詰広場 17 10,762 A ＝ 200㎡
温泉総合支所（分庁舎） 17 100,771 鉄筋２階建
駐車場整備 17 11,180 A ＝ 1,655㎡
ペット休憩施設 18 14,231 木造平屋、風呂２基
湯村歌長線（道路） 19 25,675 道路付替え L＝ 100 ｍ
地域交流広場 17～ 19 59,294 A ＝ 3,225㎡（駐車場含む）
観光交流センター（薬師湯）16～ 19 407,601 木造瓦葺き 2階建
休憩所・観光トイレ 20 18,389 A ＝ 34㎡
ポケットパーク 20 32,100 A ＝ 410㎡

計 986,200

―

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き―

　

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
本
誌
に

隔
月
（
奇
数
月
）
で
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
（
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
」
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
情

報
を
共
有
す
る
た
め
、一
部
を
回
答
と
と
も
に
本
誌
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
ご
提
案
い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で
一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降

に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

新温泉町浜坂 2673-1

・
居
場
所
や
憩
い
の
場
、
友
達
を
作

る
場
が
知
り
た
い　

な
ど

▼
対
象
者

・
こ
こ
ろ
の
健
康
等
で
悩
ん
で
い
る

方
、
家
族
、
関
係
者

・
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
、
家
族
、
関

係
者

・
知
的
障
害
の
あ
る
方
、
家
族
、
関
係
者

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
す
こ
や
か
～
に
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
９
４
０

　

福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

▼
相
談
日

▼
相
談
時
間

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
予
約
制
で
す
の
で
、
相
談
を
希
望
さ

れ
る
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
相
談
内
容

・
不
眠
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て
の
悩
み

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
知
り
た
い

・
働
き
た
い
け
ど
、
ど
う
し
た
ら
い
い

か
分
か
ら
な
い

　

こ
こ
ろ
の
健
康
、
居
場
所
づ
く
り
、
就
労
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
に
関
す

る
相
談
に
、
毎
月
１
回
、
豊
岡
市
の
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ほ
お
ず
き
」
の
精
神

保
健
福
祉
士
と
出
石
精
和
園
の
相
談
支
援
専
門
員
が
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

｢
保
健
・
福
祉
相
談｣

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平成 21 年 7 月 5 日（日）

投票時間：午前 7 時～午後 8 時
（一部の地域を除く）　　　　

★みんなそろって投票しましょう★

兵庫県知事選挙が行われます

　

　投票日当日、仕事、買い物、レジャーなど
の予定がある方は、期日前投票をすることが
できます。

【期日前投票のできる期間】
　6 月 19 日（金）～ 7 月 4 日（土）

―問い合わせ―
新温泉町選挙管理委員会

℡（０７９６）８２ ‐ ３１１１

　６月１７日（水）
　７月１５日（水）
　８月１２日（水）
　９月　２日（水）
１０月２１日（水）
１１月１８日（水）
１２月１６日（水）
　１月２０日（水）
　２月２５日（木）
　３月１７日（水）
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―

参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り―

「
新
温
泉
町
出
前
講
座
」
開
設

▼
利
用
で
き
る
人　

町
内
に
在
住
、
在

勤
及
び
在
学
す
る
人
で
、
10
人
以
上

で
構
成
さ
れ
た
団
体
、
グ
ル
ー
プ

▼
開
催
日
時　

6
月
か
ら
3
月
末
ま
で

の
間
。
時
間
は
原
則
と
し
て
平
日
の

午
後
１
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
90

分
以
内

▼
会
場
の
手
配
な
ど　

会
場
は
新
温
泉

町
内
と
し
ま
す
。
設
営
（
会
場
借
上

げ
料
な
ど
を
含
む
）、
講
座
運
営
は

申
し
込
み
団
体
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　

講
師
の
派
遣
料
は
無
料

平成 21 年度出前講座メニュー
№ 講座名 担当課・本庁（温泉総合支所） № 講座名 担当課・本庁（温泉総合支所）
1 環境問題とＩＳＯ１４００１について

総務課

29 農地水環境保全向上対策共同活動支援の取り組み

農林水産課（産業建設課）

2 情報公開制度のしくみ 30 中産間直接支払事業の取り組み
3 新温泉町の財政について 31 農林業の現状について
4 人権について学ぼう 32 水産業の現状について
5 電子自治体について 33 畜産業の現状について
6 みんなで取り組もう行財政改革 34 地籍調査について
7 人材育成基本計画 35 道づくり

建設課（産業建設課）

8 広報・公聴活動について

企画課

36 道路の果たす役割について
9 夢つばめ（新温泉町民バス）の再編 37 防災と災害復旧
10 山陰海岸ジオパーク構想 38 まちの景観形成について
11 自治基本条例（仮称）の制定に向けて 39 都市計画とまちづくり
12 夢ネットのコミュニティチャンネルを見てみよう 40 まちのにぎわいの創出と安全安心なまちづくり
13 町税のしくみと役割 税務課（振興課） 41 新温泉町の上水道

上下水道課（産業建設課）14 簡単な農業所得の収支計算 42 浜坂の温泉
15 悪徳商法に負けるな！

町民課（住民福祉課）

43 暮らしと環境を守る下水道
16 分ければ資源！ごみ分別 44 公立浜坂病院の診療体制

公立浜坂病院17 防災・防火講座 45 公立浜坂病院事業の業務内容
18 戸籍と住民票のはなし 46 介護老人保健施設・訪問看護・居宅介護支援の利用案内19 医療保険制度について 健康課（住民福祉課）20 健康講座 47 会計のしくみ 出納室
21 介護保険制度について

福祉課（住民福祉課）

48 学校教育について 学校教育課22 認知症サポーター要請講座 49 新教育課程について
23 介護予防事業について 50 人権教育の現状と課題

社会教育課（教育委員会分室）
24 まちの子育て支援について 51 まちの文化財を知る
25 福祉制度について 52 誰でも気軽にできる体力づくり
26 新温泉町の観光戦略

商工観光課（振興課）
53 誰でも気軽に参加できる公民館講座

27 地域交流の推進 54 暮らしの中に図書館を
28 商工業の振興 55 新温泉町議会の概要 議会事務局

▼
申
し
込
み
方
法　

開
催
を
希
望
す

る
団
体
の
代
表
者
は
、
開
催
予
定

日
の
2
週
間
前
ま
で
に
役
場
（
企

画
課
）に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
催
日
時
、
内
容
な
ど
で

不
都
合
な
場
合
は
、
協
議
の
上
、

変
更
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

▼
そ
の
他　

政
治
、
宗
教
及
び
営
利

を
目
的
と
し
た
講
座
に
は
派
遣
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
講
座
で
は

質
疑
や
意
見
を
お
受
け
い
た
し
ま

す
が
、
苦
情
を
言
う
場
に
な
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

本
町
は
、
新
温
泉
町
総
合
計
画
の
将
来
像
「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢

と
温
も
り
の
郷
」
の
実
現
に
向
け
、「
情
報
公
開
」「
説
明
責
任
」
を
柱
に
住
民
の

皆
さ
ま
の
町
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
る
こ
と
で
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
の

参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
も
６
月
か
ら
職
員
が
各
地
域
な
ど
に
出
向
い
て
、
町
の
仕
事
を
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
「
出
前
講
座
」
を
設
け
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
本
講
座
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
町

職
員
が
各
地
域
に
出
向
き
、
自
ら
担
当
す
る
業
務
に
つ
い
て
説
明
す
る
制
度
で
す
）
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加藤文太郎
記念図書館

「５月のおすすめの本」
ご案内

あした元気になあれ  マイナスの気持ちをリセットする 36 の言葉
鈴木ともこ　著／主婦の友社

人はだれでもうまくいかなくて自信をな
くしたり、人をうらやんだり、自分のダ
メなところを責めたりしてマイナス思考
になりがちです。そんな落ち込んだ気持
ちを元気にする 36のメッセージ。かわ
いいイラストも心を和ませてくれます。

のぼうの城
和田　竜　著／小学館

戦国期、天下統一を目前にした豊臣秀
吉が唯一落とせなかった城があった。そ
れは、武州・忍城である。城主成田長親
は、何のとりえもない男であるが領民か
ら「のぼう様」と呼ばれ親しまれていた。
たった二千の軍勢の忍城に石田三成率
いる二万の大軍が攻めてきた…。

昨日の恋　爽太捕物帖
北原亞以子　著／埼玉福祉会

文化三年の大火事でみなしごとなった
爽太は、鰻屋「十三川」に引きとられ、
今は女房のおふくと娘二人と幸せに暮
らしていました。爽太には、若主人の
顔とは別に十手を預かる岡っ引きの顔
があった。爽太が事件を解決していく
七つの短編集。読みやすい大活字本。

ホラーバス 1
パウル・ヴァン・ローン作・浜野史子絵／ Gakken

ホラーバスは、子ども読書週間に全国
の小学校を回り、本物の恐怖を一晩たっ
ぷり味あわせる特別なバス。なぞの作
家オノバルからこのバスに４年 A組の
子どもたちとベーカー先生が招待され
た。オノバルは、バスの中にある物の
怖い話を語りはじめました…。

いろいろへんないろのはじまり
アーノルド・ローベル作・絵／冨山書房

昔、灰色一色の世界だった頃、雨がや
んで日が照っても物の違いがさっぱり
わかりませんでした。そんな不便さを
思った魔法使いが色を作りはじめまし
た。すると、いろんな色に染まった世
界が出来ていきました。

   TEL（0796）82-5251
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おはなし会  　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『おふろだいすき』他
◆と 　き　5月23日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『とってもとってもいいところ』他
◆と 　き　6月13日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

＊リクエストや予約したい本があり
ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。
＊利用者カードの作成を希望される
方は、免許証や保険証など本人確
認できるものをご持参ください。

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

は休館日

6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30
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旭日双光章

　　　　　　  元浜坂町長
　　　　　　　　　　中井　登さん（71）

　　　　　　　 新温泉町浜坂

　昭和 56年に浜坂町長に初当選し、通算三期、
約 12年半に渡って町のかじ取りを務められま
した。
　「私個人が受章がしたというより、歴代町長
を代表しての受章という印象」と受章につい
ての気持ちを謙虚に語る中井さん。任期中は
以命亭や加藤文太郎記念図書館の整備、現在
の公立浜坂病院の移転などに尽力されました。
平成 3年に公立浜坂病院が台風 19 号の被害
に見舞われた際には、住民の健康を守る病院
の機能回復に向け陣頭指揮を執り、早期復旧
に取り組みました。
　「職務に専念できたのは家族、特に家内の支
えがあったからこそ。ありがとう」と妻・幸
江さんに感謝の気持ちを語っていました。現
在は家業の靴店の経営に携わるほか、趣味で
ある野球観戦のため、全国各地へ観戦に行か
れています。

H21（2009）.5.14

広報しんおんせん（5月号）

▼
作
り
方

①
キ
ャ
ベ
ツ
は
さ
っ
と
ゆ
が
い
て
お
く
。

②
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
油
で

炒
め
る
。

③
し
い
た
け
は
水
に
も
ど
し
た
も
の
を

み
じ
ん
切
り
に
し
、
ミ
ン
チ
肉
、
②

と
と
も
に
混
ぜ
、
塩
、
こ
し
ょ
う
で

薄
味
を
つ
け
る
。

④
キ
ャ
ベ
ツ
の
葉
を
広
げ
、
芯
の
方
に

③
を
お
き
、
包
み
込
む
よ
う
に
し
て

巻
き
込
む
。

⑤
鍋
に
水
と
固
形
ス
ー
プ
を
入
れ
、
煮

溶
か
す
。
そ
の
中
に
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ

ツ
を
入
れ
、上
か
ら
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ

プ
を
か
け
る
。
し
ば
ら
く
煮
込
む
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

  

★
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ

◆材料（４人分）
・キャベツの葉・・  10 枚
・合い挽きミンチ・・400 ｇ
・玉ねぎ・・・・・1/2 個
・油・・・・・・・・少々
・干ししいたけ・・・4枚
・固形スープ・・・・2個
・水・・・・・・・・適量
・トマトケチャップ・・1/3 カップ
・塩・・・・・・・・少々
・こしょう・・・・・少々

瑞宝単光章

　　　　　　　  元郵政事務官
　　　　　　　　　　　山本　陸郎さん（67）

　　　　　　　  新温泉町諸寄

　高校卒業後、昭和 35年に尼崎郵便局へ勤務
して以来、退職までの 42年間、郵政業務に精
励し、郵政事業の発展に貢献されました。
　平成 13 年には全国特定郵便局副局長会の
会長となり、研修などで全国各地の副局長と
の意見交換に努められました。今のように通
信が発達しておらず、郵便が担う期待は非常
に大きかった時代、「繁忙期の年賀はがきの配
達には職員一丸となって取り組んだ」と山本
さん。今回の受章について、「家内をはじめ家
族が支えがあり、業務に専念することができ
たからこそ受章できた。多くの仲間にも励ま
され、皆さんにただただ感謝したい」と謙虚。
これまで仕事で家を空けることが多かった分、
「これからは少しでも地域に貢献できれば」と、
町内会長を 4期続けて務められています。現
在、趣味の山歩きや三人の孫たちとキャッチ
ボールをするのが楽しみだということです。

春の叙勲　受章者の皆さん
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自動車税の納期限は 6 月 1 日（月）です
納税はお近くの銀行、農協などの金融機関、ゆうちょ銀行、郵便局（原則として近畿２府４県内）、兵庫県
指定のコンビニエンスストア（全国の店舗）または県税事務所で６月１日（月）までにお忘れなく！

身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方（等級や使用状況等
に一定の条件があります）に対する自動車税、自動車取得税の減免制度があります。減免額には一定の
上限があります。また、減免申請期限（納期限）後に申請があった場合は、月割にて減免をしています。

◇問い合わせ　兵庫県・但馬県民局豊岡県税事務所　℡（０７９６）２６ ‐ ３６２８

H21（2009）.5.14

まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 21年 4月 20日現在

広報しんおんせん（5月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,000

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～1,000フロアースタッフ
調理補助

㈱隆栄水産
ウェーター、
ウェートレス 不問 800～ 950
販売補助 800～1,100

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,000

ゴダイ㈱ 販売 不問 720～ 800
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 1,500～ 2,000
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,450～ 2,180
特定非営利活動法人
サポートのぎく

作業所の補助
指導員 不問 800～ 900

（温泉地域）

㈱井筒屋 布団敷き 不問 800
客室係 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 750～1,500
洗浄係 720～1,000

アイケー電機㈱
湯村工場

電気機械
器具製造 不問 750～ 850

㈱御やどゆもと 業務全般 不問 750～ 850
フロント全般 750～ 850

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000～ 1,300
客室係補助 800～1,000

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 1,200～ 1,400准看護師
㈲兵庫ライフサービス 厨房スタッフ 不問 770
社会福祉法人春来
福祉会　特別養護
老人ホームゆむら

看護員 不問 1,000

㈲ゆむら観光伯雲亭 旅館手伝い 不問 712～ 800
いなば酒販㈲ レジ係 不問 750～ 800

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
㈱マル海渡辺水産 営業 64以下 180～ 300
日清医療食品㈱
近畿支店

調理員 不問 133～ 146
栄養士 144～ 176

㈱隆栄水産
営業 59以下 190～ 300
販売管理 59以下 190～ 270
販売員 40以下 180～ 260

特定医療法人杏風会
浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
㈲福田建機 建設機械整備 不問 155～ 205
㈱マルワ渡辺水産 事務員 59以下 145～ 200
㈲アートライフタニタ 営業販売 40以下 170
㈱メフォス　米子事務所 栄養士業務 不問 145～ 180

たじま農業協同組合
ケアマネー
ジャー 不問 193

介護支援業務 150

やすこ歯科医院 受付事務、
歯科助手 39以下 145～ 155

（温泉地域）

㈱みよしや旅館 客室係 61以下 205～ 245
フロント 145～ 255

㈱御やどゆもと 客室係 59以下 198
㈱井筒屋 客室係 60以下 231～ 256

㈱寿荘
客室係 59以下 176～ 220
事務員 59以下 130～ 140
フロント 59以下 140～ 150

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

正看護師 不問 182～ 207准看護師
森田歯科医院 歯科受付、

アシスタント 不問 130～ 165
社会福祉法人春来
福祉会　特別養護
老人ホームゆむら

看護師 59以下 170～ 174

○障害のある方へのお知らせ
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
39―

「
但
馬
牛
」
の
自
給
飼
料
の
確
保
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

　

現
在
、
美
方
郡
で
は
担
い
手
の
高
齢

化
、
過
疎
化
な
ど
地
域
の
飼
料
基
盤
で

あ
る
田
畑
と
関
わ
る
人
々
が
余
り
に
も

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

急
速
に
遊
休
農
地
が
増
え
て
、
集
落
の

放
牧
地
や
、
昭
和
の
終
り
に
開
発
さ
れ

広報しんおんせん（5月号）

　

家
畜
飼
料
価
格
は
、
こ
の
２
年
余
り
で
3
割
上
が
り
ま
し
た
。
主
な
理
由
は
、
輸
入

先
で
あ
る
米
国
が
、
濃
厚
飼
料
の
半
分
を
占
め
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー

ル
向
け
に
転
用
し
た
た
め
で
す
。
新
温
泉
町
で
は
、
穀
類
は
も
ち
ろ
ん
、
乾
草
飼
料
も

冬
場
だ
け
で
な
く
年
間
購
入
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
我
が
国
の
飼
料
自
給
率
が

25
％
で
あ
り
、
世
界
経
済
に
左
右
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
も
う
な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

た
放
牧
採
草
地
も
、
荒
廃
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。「
但
馬
牛
は
山
で
育
て
、

草
で
飼
う
」
と
言
わ
れ
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
畜
産
経
営
の
基
盤
が
失
わ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
復
元
費
用
は
、
10
ａ
当
た
り

１
２
０
万
円
、
全
国
の
平
坦
地
10
万
ha

の
農
地
の
復
元
に
１
兆
２
千
億
円
が
必

要
と
い
う
試
算
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

高
齢
者
の
方
々
が
日
々
、
農
業
に
携
わ

り
、
辛
う
じ
て
守
っ
て
頂
い
て
い
る
農

地
を
今
、
我
々
が
受
け
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

畜
産
農
家
で
は
、
産
室
の
敷
き
ワ
ラ
、

エ
サ
に
稲
ワ
ラ
の
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
稲
木
干
し
や
近
隣
の
縁
故
を

頼
っ
て
稲
ワ
ラ
の
確
保
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ン
バ
イ
ン
の
普
及
、

高
齢
化
で
稲
木
掛
け
す
る
人
も
減
り
、

ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
堆

肥
と
の
稲
ワ
ラ
交
換
も
進
め
て
い
ま
す

が
、
個
人
で
稲
ワ
ラ
の
収
集
梱
包
機
を

購
入
し
て
も
、
稲
刈
り
時
期
の
少
な
い

晴
天
を
ね
ら
っ
て
の
作
業
で
は
、
十
分

乾
燥
し
た
稲
ワ
ラ
が
梱
包
で
き
ま
せ
ん
。

ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
高
水
分
で
も
長
期
間

保
存
が
で
き
る
よ
う
に
サ
イ
レ
ー
ジ
化

す
る
と
高
く
付
き
過
ぎ
る
な
ど
の
負
担

が
大
き
く
な
り
、
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
び
、
関
係
機
関
か
ら
地
元
集

落
に
提
案
が
あ
り
、
堆
肥
に
よ
る
土
作

り
を
行
い
、
付
加
価
値
を
付
け
た
コ
メ

作
り
を
行
い
、
こ
の
稲
ワ
ラ
を
畜
産
農

家
へ
戻
す
地
域
資
源
循
環
型
の
仕
組
み

づ
く
り
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
資
源
を
使
っ
て
多
く
の
人
々

と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
に
利
益
を
還
元
し
て
い
け
る
仕
組
み

と
い
う
こ
と
で
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
農

業
生
産
の
大
き
な
原
動
力
と
な
る
こ
と

に
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
方
郡
の
風
土
に
合
っ
た
、

作
り
や
す
い
飼
料
米
を
栽
培
し
、
収
穫

機
械
の
代
わ
り
に
直
接
、
牛
を
放
牧
し

て
食
べ
さ
せ
る
方
式
も
、
町
内
で
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

但
馬
牛
は
、
先
人
の
情
熱
が
詰
ま
っ

た
偉
大
な
資
産
で
す
。
こ
れ
を
育
ん

で
き
た
美
方
郡
の
農
地
、
山
林
を
守
っ

て
い
く
こ
と
が
、
但
馬
牛
、
そ
し
て
畜

産
経
営
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
で
あ

り
、
そ
の
手
法
と
し
て
、
地
域
資
源
の

循
環
で
地
域
に
活
気
あ
る
生
産
の
動
き

を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
と
但
馬
牛
の
振
興

の
た
め
水
田
放
牧
を
推
進
し
ま
す

　

本
町
で
は
、
飼
料
作
物
の
作
付
け
は

但
馬
牛
の
振
興
と
水
田
活
用
の
両
面
か

ら
転
作
の
重
点
作
物
と
し
て
推
進
し
て

い
ま
す
。
安
全
・
安
心
な
畜
産
物
生
産

の
た
め
に
は
、
耕
畜
連
携
を
推
進
し
、

自
給
飼
料
を
多
用
す
る
生
産
構
造
に
転

換
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

水
田
に
飼
料
作
物
を
作
付
け
る
と
10

ａ
当
た
り
１
万
５
千
円
の
交
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
放
牧
を
し
た
場

合
は
、１
万
５
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

▲市島の飼料イネの立毛放牧
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上山高原除雪
　4月13日（月）、海上から上山高原を通り鳥取県の河合
谷高原へ抜ける「町道海上河合谷線」の除雪を行いました。
　春のハイキングシーズンに向け、訪れる人々の通行を
確保するため、毎年上山高原の山開き前に除雪を行って
います。今年は例年よりも気温も高く積雪量も少なめで
したが、吹き溜まりや日陰など残雪のある道を、ロータ
リー車を使って豪快に雪を取り除いていきました。作業
は晴天の中行われ、ロータリー車が勢い良く飛ばした雪
は弧を描くように舞い上がり、日の光に照らされキラキ
ラと輝いていました。

第１６回岸田川渓流釣り大会
　4月 26 日（日）、岸田で岸田川渓流釣り大会（大会
実行委員会等主催）が開催されました。
　早朝 6時から始まった大会には、町内をはじめ明石
市や鳥取など遠方からも約 50人が参加しました。時折
雨が降るなどあいにくの天候の中、それぞれ思い思いの
場所で釣り糸を垂れ釣果を競いました。また、小学生以
下を対象にした魚のつかみ取りや餅つきの実演なども行
われました。参加者らにはおにぎりや温かい粕汁が振る
舞われ、ほっと一息ついていました。

　千谷の秋葉神社で、4 月19日（日）の例祭にあわせて、
町の民俗文化財である千谷麒麟獅子舞が奉納されました。
　千谷麒麟獅子舞の由来は、江戸時代の終わり頃に千谷
の集落のほとんどが焼ける大火に見舞われ、秋葉神社に
火の神として麒麟獅子を奉納したことから始まったと伝
えられています。各家庭の庭先では、面をかぶった猩猩
（しょうじょう）の奇声を皮切りに、太鼓や笛の音に合
わせて麒麟獅子が舞い、一帯は夕方までにぎわっていま
した。

千谷麒麟獅子舞

　本町特産の二十世紀梨を栽培する温泉町果樹園芸組合
（重本静男組合長　44人）の梨畑では、白い梨の花が満
開を迎え、交配作業が行われました。
　今年は暖かい陽気が続いたため、例年より一週間ほど
早く交配作業が始められました。4月 13 日（月）、取
材に訪れた組合員の重本喜一さんの梨畑では 3人が作
業にあたり、専用の筆を使って、ナシの花一つ一つに手
作業で丁寧に花粉を付けていきました。手間暇と愛情を
込めて育てられ、夏頃にはみずみずしい梨が実ります。

二十世紀梨の交配作業
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   　　    「温泉力」調査結果発表

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（5月号）

　全国でも有数の水揚げ量を誇る本町のホタルイカを町
内外に広くPRする「第11回浜坂みなとほたるいか祭り」
が4月5日（日）、浜坂漁港せり市場で開催されました。
　会場には、京阪神など町内外から約1万 5000 人が訪
れ、水揚げされたばかりの新鮮なホタルイカを使ったさ
まざまなホタルイカ料理に舌つづみを打ちました。今年
は新たに50人が参加して長さ約20㍍の長巻き寿司づく
りが行われたほか、3人一組で様々な長さの箸を使い、
ホタルイカを運ぶタイムを競うイベントも行われました。

　温泉町観光協会が今年 2月に行った湯村温泉の温泉
効能調査の結果がまとまり、4月 3日（金）、リフレッシュ
パークゆむらで結果発表が行われました。
　これは同協会が湯村温泉の効能を科学的に証明しよう
と行った調査で、調査の結果、普通の風呂に入っている
人に比べ、湯村温泉に入っている人の方が肌の水分や湯
冷めしにくい傾向がみられました。

　4月 10 日（金）、千原出身で作家の喜尚晃子さんが
役場を訪れ、本町の教育、文化振興のためにと馬場町長
へ寄付金 100 万円を手渡しました。
　寄付金は中学校の図書の充実などに充てる予定で、寄
付金とあわせて自身の最新作である短編小説 300 冊も
寄贈していただきました。喜尚さんはこれまでに「但馬・
温泉町の民話と伝説」など本町を題材とした著書なども
執筆されており、「多くのお世話になった方へ、ささや
かな気持ちですがお返しをしたい」と語っていました。

喜尚晃子さん本町に１００万円を寄付

　新温泉町消防団出初式が 4月 12 日（日）、浜坂すこ
やか広場で開催され、浜坂支団、温泉支団から団員約
430 人が出席しました。
　式典では、永年消防団員として活躍した方々に表彰や
感謝状の贈呈が行われ、各隊の閲団で式典は終了。その
後、岸田川と久斗川が合流する河川敷で各分団の消防車
両や美方広域消防本部のはしご車などによる一斉放水が
おこなわれ、団員らは住民の安全と安心確保のため、決
意を新たにしました。

新温泉町消防団出初式

浜坂みなとほたるいかまつり
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浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

か
ら
の
ご
案
内

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

『
布
・
あ
れ
こ
れ
』

▼
と
き　

５
月
９
日
（
土
）
～

　

６
月
10
日
（
水
）

※
毎
週
木
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
で
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

を
開
い
て
い
る
岡
本
孝
子
さ
ん
の
作

品
と
そ
の
生
徒
が
作
っ
た
ベ
ッ
ド
カ

バ
ー
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
バ
ッ
ク
等

さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

▼
展
示
数　

約
80
点

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H21（2009）.5.14

ご
案
内

広報しんおんせん（5月号）

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ミ
ニ
講
習
会

参
加
者
募
集

▼
と
き　

５
月
24
日
（
日
）、
６
月
６

日
（
土
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

▼
内
容　

簡
単
に
で
き
る
ミ
ニ
バ
ッ
グ

ま
た
は
ポ
ー
チ
を
作
り
ま
す

▼
持
ち
物　

裁
縫
道
具

▼
参
加
料　

１
千
～
２
千
円
（
作
成
す

る
も
の
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

▼
申
込
方
法　

事
前
に
以
命
亭
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
も
受

け
付
け
ま
す
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

川
口
秀
子
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

は
、
本
町
出
身
の
川
口
秀
子
さ
ん
（
大

阪
府
在
住
）
が
、
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

布
や
端
切
れ
な
ど
を
使
っ
て
制
作
し
た

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
川
口
さ
ん
の
取
り

組
ん
で
い
る
創
作
活
動
の
「
作
る
楽
し

さ
、
幸
せ
な
気
持
ち
」
が
伝
わ
っ
て
く

る
あ
っ
た
か
い
作
品
で
す
。

田君川　バイカモまつり

◇と　き　5月 31日（日）午前 10時～午後 2時
　　　　　※少雨実施

◇ところ　バイカモ公園（新温泉町栃谷）
◇主　催　田君川バイカモ保存会
◇内　容　【イベント】
　　　　　・ニジマスのつかみ取り、田君川「生き物・植物」調査、

　　　　　  麒麟獅子舞

　　　　　【特産品販売】
　　　　　・栃餅、草餅、山菜おこわ、農産物などの販売

　　　　　【各種バザー】
　　　　　・金魚すくい、綿菓子、カキ氷、焼きちくわ、たこ焼き、

　　　　　　寿司、フランクフルトなど

―問い合わせ―
田君区長　小谷　正美

℡（０７９６）８２‐２６２８

▼
と
き　

５
月
20
日
（
水
）
～

　

６
月
13
日
（
土
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
展
示
数　

約
１
０
０
点

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８
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５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

５
月
８
日
の
世
界
赤
十
字
デ
ー
に
合

わ
せ
、
毎
年
５
月
を
赤
十
字
運
動
月
間

と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
は
「
人
の
命
と
尊
厳

を
守
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
震

や
台
風
な
ど
の
被
災
者
の
救
護
活
動
を

は
じ
め
、
医
療
、
献
血
、
福
祉
な
ど
幅

広
い
分
野
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
く
寄
附
金
な
ど
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
活
動
に
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

各
区
長
・
町
内
会
長
様
を
通
じ
て
、

社
資
（
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
）
募

集
の
お
願
い
を
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

福
祉
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
０

第
１
回
住
ま
い
の
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　

但
馬
長
寿
の
郷
で
は
、
新
築
や
改
築

な
ど
を
含
め
て
「
暮
ら
し
や
す
い
住
ま

い
」
を
お
考
え
の
方
か
ら
の
質
問
や
相

談
を
承
り
ま
す
。
多
数
の
方
々
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

５
月
24
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
（
養
父
郡
八
鹿
町
）

▼
内
容　

①
段
差
の
解
消
方
法

②
開
閉
し
や
す
い
ド
ア
へ

の
変
更

③
住
む
人
に
合
わ
せ
た
新

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
方
法

④
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
計

画
に
つ
い
て
、
別
の
専

門
家
の
意
見
も
聞
い
て

み
た
い
場
合　

な
ど

広報しんおんせん（5月号）

H21（2009）.5.14

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

5月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 町内全域を対象

社会福祉協議会　温泉支部
TEL（0796）92-1866

5月27日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

5月20日（水） 午後1時30分～ 4時 温泉保健福祉センター 
「すこやか～に」 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

5月21日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

▼
相
談
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
長
寿
の
郷

　

℡
（
０
７
９
６
）
62
‐
８
４
５
６

多
額
の
借
金
を
抱
え 

お
悩
み
の
と
き

　

近
畿
財
務
局
神
戸
財
務
事
務
所
で

は
、
多
額
の
借
金
を
抱
え
お
悩
み
の
方

に
、
専
門
の
相
談
員
が
お
話
を
伺
い
、

解
決
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士

等
の
専
門
機
関
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。
借
金
の
問
題
は
、
あ
な
た
の
決
意

次
第
で
解
決
し
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

神
戸
財
務
事
務
所

▼
相
談
時
間　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
費
用　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

神
戸
財
務
事
務
所　

℡
（
０
７
８
）
３
９
１
‐
６
９
４
８

お
知
ら
せ
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広報しんおんせん（5月号）

サ
ル
が
出
没
し
て
い
ま
す

　

４
月
よ
り
新
温
泉
町
内
で
サ
ル
の
群

れ
（
４
～
５
頭
）
が
出
没
し
、
畑
の
作

物
に
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
サ
ル
は

日
中
に
行
動
す
る
も
の
で
す
が
、「
集

落
を
野
生
動
物
に
と
っ
て
居
心
地
が
悪

く
て
エ
サ
が
少
な
い
場
所
に
す
る
」
こ

と
で
被
害
・
出
没
を
軽
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
次
の
こ
と
を
一
度
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
エ
サ
と
な
る
も
の
を
な
く
す

・
利
用
し
な
い
果
樹
等
は
切
る
。

・
野
菜
ク
ズ
や
生
ゴ
ミ
等
を
無
防
備
に

捨
て
な
い
（
放
置
し
な
い
）。

・
墓
の
お
供
え
物
は
持
ち
帰
る
。

②
エ
サ
と
な
る
も
の
を
隠
す

・
収
穫
後
の
作
物
は
し
っ
か
り
保
護
す
る
。

・
農
地
に
投
棄
さ
れ
た
生
ゴ
ミ
や
ク
ズ

果
は
早
め
に
す
き
込
む
（
埋
め
る
）。

・
サ
ル
が
あ
ま
り
好
ま
な
い
も
の
を
畑

の
外
周
に
植
え
、
サ
ル
が
好
む
野
菜

を
目
立
た
な
く
す
る
。

③
追
い
払
う

・
見
か
け
た
ら
と
に
か
く
一
人
で
も
多

く
の
人
数
で
、
で
き
る
だ
け
し
つ
こ

く
追
い
払
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
課
林
務
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

地
域
に
学
ぶ
「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
実
施
の
お
知
ら
せ

　

本
年
も
、
中
学
2
年
生
を
対
象
と

し
た
体
験
活
動
週
間
「
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
中
で
生
徒

た
ち
が
様
々
な
活
動
や
体
験
を
通
し

て
、
豊
か
な
感
性
や
創
造
性
を
高
め
た

り
、
自
分
な
り
の
生
き
方
を
見
つ
け
る

こ
と
を
支
援
し
、「
生
き
る
力
」
の
育

成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施

す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

趣
旨
を
理
解
い
た
だ
き
、
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
期
間　

５
月
25
日（
月
）～
29
日（
金
）

▼
実
施
場
所　

町
内
の
事
業
所
等

▼
対
象
生
徒　

夢
が
丘
中
学
校
71
名
、

浜
坂
中
学
校
１
１
７
名　

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
局　

学
校
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
７

　

夢
が
丘
中
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
０
９
０

　

浜
坂
中
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
１
０
４

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名
浜坂東小学校プール
塗装等工事

高末 営繕工事　1式 6,667,500
平成 21年 3月 19日～
　平成 21年 6月 10日

株本建設工業㈱

浜坂南小学校暖房機
取替え等工事

栃谷 営繕工事　1式 3,937,500
平成 21年 3月 19日～
　平成 21年 5月 15日

㈱森田材木店

浜坂北小学校パソコン
教室エアコン設置等工事

浜坂 営繕工事　1式 4,284,000
平成 21年 3月 19日～
　平成 21年 4月 3日

㈱仲山工務店

古市 ･正法庵 ･和田
1号線舗装新設工事

古市他
アスファルト舗装
L=555m　W=4m

11,025,000
平成 21年 3月 19日～
　平成 21年 5月 13日

山陰道路㈱

釜屋地区防火水槽
新設工事

釜屋 防火水槽　1基 5,460,000
平成 21年 3月 19日～
　平成 21年 6月 12日

㈱中村建設ナカフサ

リフレッシュパークゆむら
プール天井改修工事

湯 天井改修工事　１式 5,796,000
平成 21年 4月 10日～
　平成 21年 5月 29日

㈱山根工務店

健康公園電気系統
営繕工事

湯 高圧受電系統修繕　1式 2,782,500
平成 21年 4月 10日～
　平成 21年 6月 30日

株本建設工業㈱

浜坂公共建設残土処分場
（本谷）場内整地工事

浜坂 場内整地工事　1式 3,465,000
平成 21年 4月 11日～
　平成 22年 3月 30日

株本建設工業㈱

（平成 21年 3月 16日～平成 21年 4月 15日契約分）
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点
字
お
よ
び
音
声
に
よ
る
「
選
挙
の

お
知
ら
せ
」
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選

挙
や
候
補
者
に
関
す
る
情
報
を
点
字
ま

た
は
音
声
（
朗
読
テ
ー
プ
）
に
し
た｢

選
挙
の
お
知
ら
せ｣
を
申
し
込
み
い
た

だ
い
た
視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
に
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
選
挙

　

国
政
選
挙
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
、
兵

庫
県
議
会
議
員
選
挙

▼
ご
希
望
の
方
は

・
点
字
版
、
音
声
版
と
も
、
電
話
か
郵

便
で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

希
望
の
種
類
（
点
字
ま
た
は
音
声
）

を
、
兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
本
年
７
月
５
日
に
執
行
さ
れ
る
兵
庫

県
知
事
選
挙
で
の
配
布
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
５
月
29
日
（
金
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
先

〒
６
５
０
‐
８
５
６
７

　

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
５
‐
10
‐
１

　

兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
１
０
１

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

の
職
員
が
年
金
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
年
金
加
入
、保
険
料
の
支
払
い
、

受
給
に
関
す
る
こ
と
等
、
何
で
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
浜
坂
地
域
】

◇
と
き　

５
月
27
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

【
温
泉
地
域
】

◇
と
き　

７
月
15
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
問
い
合
わ
せ　

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
９
４
５

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、
性
感

染
症
や
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
に
血
液
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
理
栄
養
士
に
よ

る
専
門
栄
養
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

血
液
検
査
の
ご
案
内

▼
内
容　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）、

梅
毒
検
査

▼
検
査
日　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日　

午
前
９
時
15
分
～
11
時
15
分

※
要
予
約

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

専
門
栄
養
相
談
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

▼
内
容　

肥
満
等
生
活
習
慣
病
、
難
病

患
者
の
方
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方

等
、
そ
の
他
食
に
関
す
る
相
談

▼
相
談
日　

毎
月
第
２
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
週
）

　

午
後
１
時
～
３
時

※
要
予
約

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
）

―

問
い
合
わ
せ―

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
０

こころのケア相談
　新温泉町と豊岡健康福祉事務所では「こころの
病」が増えている中、精神科医師による「こころ
のケア相談」を実施します。秘密は厳守されます
ので、家族の方でもお気軽にご利用ください。

◇相 談 日　6月 26日（金）午後 1時 30分～
　　　　　　３時 30分　※完全予約制（相談日
　　　　　　の１週間前までに予約）
◇と こ ろ　温泉保健福祉センター「すこやか～に」
◇相談内容　不眠・アルコールについて相談した
　　　　　　い、閉じこもり傾向にあるので相談
　　　　　　したい、食欲がない、毎日の生活に
　　　　　　充実感がない、最近物忘れが目立つ等
◇料 金　無料
◇そ の 他　７月、９月、11月、１月、３月に
　　　　　　も相談を実施する予定ですので、詳
　　　　　　しくはお問い合わせください。

―問い合わせ―
温泉保健福祉センター「すこやか～に」
℡（０７９６）９９‐２９４０

豊岡健康福祉事務所
℡（０７９６）２６‐３６６２
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㈶
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会 

か
ら
の
お
知
ら
せ

美
し
い
但
馬
づ
く
り
支
援
助
成
金

　

但
馬
の
美
し
い
自
然
環
境
を
保
護
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
自
然
豊
か
な
美

し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
促
進
す
る
た

め
、
清
掃
活
動
を
は
じ
め
、
緑
化
、
景

観
形
成
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
に
対
し
、
そ
の
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間　

　

平
成
21
年
４
月
１
日
～
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
活
動

▼
助
成
対
象
団
体

　

但
馬
地
域
内
に
お
い
て
、
清
掃
活
動

ま
た
は
環
境
保
全
、
創
造
活
動
を
行

う
５
名
以
上
の
団
体

▼
活
動
内
容　

【
清
掃
活
動
】
但
馬
の
美
し
い
自
然
環

境
を
保
護
す
る
た
め
の
河
川
、海
岸
、

道
路
な
ど
の
清
掃
活
動

【
環
境
保
全
、
創
造
活
動
】
但
馬
で
の

緑
化
、
景
観
形
成
、
地
球
温
暖
化
防

止
、
野
生
生
物
の
生
息
環
境
確
保
及

び
環
境
学
習
な
ど
の
活
動

▼
助
成
金
額　

【
清
掃
活
動
】
指
定
ご
み
袋
購
入
に
か

か
る
経
費
の
実
費

【
環
境
保
全
、
創
造
活
動
】
１
団
体
あ

た
り
４
万
円
を
限
度
（
団
体
の
運
営

経
費
に
対
す
る
助
成
は
行
い
ま
せ
ん
）

但
馬
人
材
（
講
師
）
派
遣

　

但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会
の
人
材

バ
ン
ク
に
登
録
し
た
講
師
な
ど
を
活
用

し
、
研
修
会
、
講
演
会
、
自
主
研
究
会

な
ど
を
実
施
す
る
団
体
に
対
し
て
、
講

師
派
遣
に
必
要
な
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業　

１
回
に
つ
き
お
お
む
ね

10
人
以
上
の
受
講
者
を
対
象
と
し
、

団
体
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
研

修
会
等

▼
助
成
金
額　

研
修
会
な
ど
に
要
す

る
講
師
謝
金
、
旅
費
の
年
間
合
計
額

５
万
円
を
限
度

▼
申
請
方
法

　

事
業
実
施
の
１
ヵ
月
前
ま
で
に
申
請

あ
し
た
の
ふ
る
さ
と
但
馬
づ
く
り

調
査
研
究
支
援
助
成
金

　

但
馬
地
域
の
地
場
産
業
の
発
展
、
観

光
振
興
、
環
境
保
全
、
自
然
保
護
等
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
の
解
決
を
図
る

た
め
の
調
査
研
究
に
対
し
て
、
調
査
研

究
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
助
成
対
象
団
体

　

但
馬
地
域
内
に
お
い
て
、
調
査
研
究

を
行
う
団
体

※
調
査
研
究
の
結
果
は
、
広
く
一
般
に

公
開
で
き
る
内
容
で
あ
る
こ
と

▼
助
成
金
の
額　

１
団
体
最
高
60
万
円

▼
事
業
実
施
期
間

　

平
成
21
年
４
月
１
日
～
平
成
22
年
３

月
31
日

―

問
い
合
わ
せ―

　

㈶
但
馬
ふ
る
さ
と
づ
く
り
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
４
７

霧
ヶ
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
～
イ
ワ
ナ

の
里
を
訪
ね
て
～
参
加
者
募
集

　

上
山
高
原
に
も
一
ヵ
月
遅
れ
の
初
夏

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
渓
谷
で
は
、
樹

上
に
岩
魚
を
狙
う
ヤ
マ
セ
ミ
が
チ
ャ
ン

ス
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
さ

ら
な
る
感
動
を
求
め
て
霧
ヶ
滝
渓
谷
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

６
月
14
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

霧
ヶ
滝

　
（
集
合
）
上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

大
人　
　
　
　

１
千
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　

５
０
０
円

▼
参
加
対
象　

小
学
生
３
年
生
以
上
、

小
学
生
の
場
合
は
保
護
者
同
伴

▼
持
ち
物　

弁
当
、
雨
具
、
長
靴

▼
募
集
人
員　

先
着
40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
そ
の
他　

小
雨
決
行
で
す
が
降
水
量

の
多
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

第
35
回
５
０
０
才
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

親
善
大
会
参
加
者
募
集

▼
と
き　

６
月
28
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

※
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　

温
泉
地
域
内
在
住
で
男
性
45

歳
以
上
、
女
性
30
歳
以
上

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

２
千
円

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
加
入
の
場
合
は
、
別

途
５
０
０
円
が
必
要

▼
募
集
期
限　

６
月
５
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
７
０

募　

集
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初
心
者
硬
式
テ
ニ
ス 

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

▼
と
き　

５
月
16
日（
土
）、19
日（
火
）、

23
日
（
土
）、
26
日
（
火
）

※
い
ず
れ
も
午
後
７
時
30
分
～
９
時

▼
と
こ
ろ

　

健
康
公
園
す
こ
や
か
ド
ー
ム

▼
主
催　

新
温
泉
町
体
育
協
会

▼
参
加
資
格　

テ
ニ
ス
初
心
者
で
美
方

郡
内
在
住
、
在
勤
の
方
（
高
校
生
以

上
）

▼
参
加
料　

１
回　

２
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２

獣
害
レ
ン
ジ
ャ
ー 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
募
集

　

但
馬
地
域
で
は
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

な
ど
の
野
生
動
物
に
よ
る
農
林
業
へ

の
被
害
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
但
馬
県
民
局
で
は
、
持
続
的
な
被

害
対
策
が
困
難
な
集
落
の
農
林
地
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
、
野
生
動
物
被
害
防

止
に
向
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
た
だ
く
「
獣
害
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
を

募
集
し
ま
す
。

▼
活
動
内
容　

小
規
模
集
落
等
が
要
請

す
る
野
生
動
物
被
害
防
止
の
た
め
の

作
業

例
野
生
動
物
被
害
防
止
の
た
め
の
電
気

柵
等
の
維
持
管
理
、
耕
作
放
棄
地
の

草
刈
り
、
森
林
の
整
備
、
果
樹
の
収

穫
作
業
な
ど

▼
募
集
対
象
者

　

小
規
模
集
落
等
の
獣
害
防
止
施
設
の

維
持
管
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
意
欲
が
あ
る
者

▼
募
集
人
数　

50
人

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
に
は
研
修
会

を
開
催
し
ま
す

▼
そ
の
他　

・
こ
の
活
動
は
現
地
集
合
、
現
地
解
散

で
、必
要
経
費
（
交
通
費
や
食
費
等
）

は
自
己
負
担
で
す
。

・
万
が
一
の
ケ
ガ
や
事
故
に
備
え
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
等
に
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
県
民
局　

豊
岡

農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
９

平
成
21
年
度
淡
路
島
誘
客
支
援
事
業

20
名
以
上
で
通
行
料
補
助

　

淡
路
島
内
の
観
光
の
振
興
や
淡
路
島

観
光
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
明
石
海

峡
大
橋
通
行
料
・
明
石
淡
路
フ
ェ
リ
ー

利
用
料
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

▼
対
象

①
淡
路
島
で
観
光
等
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

②
明
石
海
峡
大
橋
、
明
石
淡
路
フ
ェ

リ
ー
を
利
用
し
て
淡
路
島
内
の
対
象

施
設
を
２
ヵ
所
以
上
観
光

③
20
名
以
上
の
参
加
で
、
貸
し
切
り
バ

ス
利
用

▼
旅
行
期
間

　

平
成
22
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

▼
助
成
額　

バ
ス
１
台
あ
た
り
、
特
大

５
千
円
、
大
型
３
千
円
、
中
型
２
千

円
、
フ
ェ
リ
ー
利
用
５
千
円

▼
募
集
台
数　

１
千
台
（
先
着
順
）

▼
募
集
期
限

　

平
成
22
年
２
月
26
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

㈶
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

℡
（
０
７
９
９
）
24
‐
２
０
０
１

－こんな事はございませんか？－＼（☆ｏ☆）／　　
買って帰りたいのにかさばって困った。気付いたら切れているも
のがある。買いたくても重くて買いに行けない。こんなとき、私
ども「買い物代行サービス」をご利用ください。新温泉町で購入
できる商品でしたら、ご希望の物を何でもいくつでも、１回 800
円～でお届け致します。その他、大工等さまざまな技術を取得し
ているスタッフがそろっておりますので、日曜大工等人手が欲し
いときには、気軽にご相談ください。ご自宅までお伺いし、ご説明いたします。（お見積無料）
◆お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障㈲　生活サポートシステム　℡（０７９６）８２ ‐ ２８９６

【広告】




